



























した流れ グループが登場した。彼等達を熱狂的に支持するのは通称「バンギャル」として知られる十代半ばから二十代後半 女性達である。彼女達は、日本の価値規範やモラル等に抵抗的なメッセージが込められるカウンターカルチャーとしてコギャルブームの文化を継承していきつつ、ヴィジュアル系という音楽 新しい感覚を吸収して、豊かで多様な文化を構築して った。彼 達は、成長の過程において、当然社会の通常の価値規範が刷り込まれていくが、必ず も社会の「メインストリーム」文化を受け入れられない思春期固有の反抗的な感覚も共有する。バンギャル を貫く心性には 既
存の社会秩序や価値規範に対しての抵抗的精神がある。彼女達が社会で生きていく中で共有している感情は、例えば、葛藤、苦悩、孤独、悲しみである。父親や母親から受けられるような愛情を渇望しながらも、それが叶わず、また、不況の時代の現実世界の厳しさの中に晒されてきた少女達も多い。だが、彼女達は、心 中 他者を支え育成していく「 性性」を培っている。こうした成長のプロセスにお て揺れ動く少女達の文化実践に象徴されているものとはいかなるものかを、彼 熱中するこのヴィジュアル文化に焦点を当てながら解きほぐしていく。彼女達 世界観には、現実世界生きぬこうとする際に、横断す 絶望と喜び、失望と希望、苦痛と享楽、抵抗と受容というような二律背反した情動が渦巻いている動的様相に「母性性」があ と 描いていく。






（111 ］ ） 。大人社会への疑問や世間
















修練や稽古の場を多様に形成する。例えば、大学生であれば、授業を通じて、あるいはアルバイト先 どにおいて求められ、異なる立場にある者達や多様な社会的立場にある者達などの状況を把握しつつ価値規範 規律などを吸収していく。この精神モデルには、異質な他者を包含する感覚、 「思い遣る／気遣う」ための「母性原理」が介入している。世間で求められる中心的原理だ。河合隼雄（
（111 ）が『母性社会










タイルを表現してきている。敢えて社会の常識に対して無視をしたり、あるいは 抵抗し ったりする「カウンターカルチャー」の精神も、日本にお 伏流として多様な日常の文化の中にとけ込んでいる。ただ彼女達彼等には、社会規範に反抗的な行動をとりながらも 仲間内での忠誠 が高く秩序形成や面倒見が良い いう二面性 ある。これが、斎藤環（11（1 ）の言う「ヤンキー」文化の二面性で、例えば、社会










についた扇子 手にし 体のラインを強調したファッションに身を包む女性達に象徴化された（前掲書） 。彼女達 文化は華美でありヤンキーの抵抗的気骨精神があるとする。 「可愛い」といいながらも「極端」 、異性を惹き付けるというよりは「うちらのハヤリモン」としてい センス、幸福 掴みたいというよりは「一瞬の快感 を大切にする。こうしたメンタリティーに 、ヤンキー魂が流れており、社会に対抗的で反抗的である一方、仲間内では愛や絆 大切にする二面性がある（斎藤
1111 ; 11（1 ） 。
ヤンキー精神を抱く女性達は、変動の激しい時の流れの中
で、心に孤独と不安と寂しさとを抱いてきている。彼女達の中には学校生活や家庭において え居場所感や帰属意識 感

















ジュアル系ロックの歌詞は、 「反抗精神」だけでなく「 ンダーグラウンド」のイメージが色濃 あ 人間の葛藤や不安や悲しみを美的に表現する。孤独な若者は、社会全体の有り様に懐疑的精神を抱きつつ、辛い現実を背負わされ 中も、気丈 なろうとする。ヴィジュアル系を支持する女子達の中には装飾的ファッショ で身を包み、こうした流れ 引き継ぐロックバンドの派手なライブパフォーマンス 心酔ていく者達 多い。この豊かな文化実践は現代に至るまで数多のバンドが結成され、メジャー して有名にな バンドも表れていく一方、インディーズレーベルで、ファン層 絞れるが、その固有の音楽性とメッセ 性の差異化されたバンドが多く登場した。
こうしたヴィジュアル系ロックバンドから発せられる共通
するメッセージは 社会に矛盾や歪みや軋みを美として表現し「闇」を表徴させたり、音楽の中で悲壮感を漂わせるもの、打ち拉がれた少女少年達 心 「病み」の部分を歌詞や
曲調で表現するものだ。あるいは、そうした暗さを敢えて受け止めて、シニカルに表現し、辛さや心の痛みを忘れさせるような効果のあるバンドも登場 てきている。後述するが、そのパフォーマンスも派手かつ情に訴えるものもある。そうしたバンドメンバーに心酔していく少女達が、 「バンギャル」と呼ばれ、その「音源」やパフォーマンスや歌詞の中に自分を見出してきている。実際にコアなファン層も登場し グループのメンバーと同じような服を身に纏い、 「ゴシックロリータ」通称「ゴスロリ」のファッションで黒を基調としたカーテンの布地で作ら た うな装飾的衣装と派手な化粧をして、ライブに足繁く通う文化も登場した（小泉
 1111 ） 。彼
女達の支持するバンド達は「身体」という「自然」のものに「文化」的な「加工」を加えていくことで、ナチュラルではなくヘヴィーなスタ を形成し、一般人達に圧倒感を覚えさせる。彼 コアなファンは、支持するメンバーのステージ上の装いと、なんらかの統一感 持った服装を身に付けることで、 「彼等のようになる」 、あるいは「彼等 自分が共ある」 いう感覚を追求する。ライブが開始される当日の朝から集まって、初対面にも関わ ず、打ち解け合い、その場でメンバーについて話しをする。だがそ 仲間意識は、日常に継承される社会的な関係ではなく、 「そ 場限り の時空間を共有することを楽しむものだ

























































































































I hope that w






とにより抱く負の感情としての「孤独感」 、 「不安感」である。が、これら負の 覚や「軋み」に流されるが、曲のアップテンポの雰囲気から、そうしたも を受け流してしまい、立ち向かおうとする生の躍動、またその時に身体で感じる葛藤と同時に享楽、そして苦悩と同時に輝きというという両義的感覚が伝わってくる。 こで 「
D
r. 」 とは医者とも解釈
でき、精神的な悩みを抱えた少女に救いの手を差し伸べる存在で、少女達の成長の中で経験する痛みを癒してくれる存在でもある。過去に失った愛を渇望 曲で、この時間の流れを変えていこうとする曲ともなっている。 「クロノス」はギリシャ神話に出てくる時間を司る神としても知 れ 日常の直線的な時間を操作することにより、今の心の傷の癒し 求めようとする孤独な少女の心情が伝わる。時間を超越することにより、現実社会とはまた別の世界「
alternate w
orld 」に
希望を見い出そうとする曲である。愛の渇望感は、一九六〇年代のアメリカ西海岸の若者達のヒッピーカルチャーで共有され、当時支持された音楽 中心的テーマも「愛」であた。この恋愛感情は、世俗の社会秩序の柵に囚われることない超越したも され 対抗的メッセージとしてロックでも歌われてきた（ヒース・ポター
11（1 （
1111 ） ） 。
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を中退している者が多く含まれている。両親が離婚していると、親は働きに出て家に不在になりがちな環境になり、金銭的に苦しくなるだけでなく、愛情不足のためか、荒れていく少女達も多く、援助交際の経験を持つ場合も多い 高校中退の理由は、友達関係や学校生活が上手くいか い場合が多い。だが、こうした職場であれば、この境遇 ら脱出できるだけでなく、彼女達は「承認の眼差し」を得られる。同じような環境 「打ち拉がれた女の子同士で仲良くなる」ことでき、 「雰囲気も楽しそう」だと捉える（前掲書） 。派手な身なり はあるが、
11年代のバブル経済期のように「夢を見
る」スタンスではなく、すぐに廉価なも で美を作れるように「欲しいものをすぐゲット」しよ する。彼女達は 海外ブランド品には憧れはあるが、堅実な経済的価値観で現実を生き抜く術を持つ。キャバクラ嬢の世界観を調査した社会学者北条かやが指摘しているように、彼女達は、幼少から育つ環境が既に不況の時代 あり そ した厳しい中を生き抜いてきた「不況ネイティブ世代」である（
11（1 ） 。 「辛い過去





が、この雑誌に載 ことで、 「他者からの承認の眼差し」を獲得する とができ、 「自分の意識が変わった」と綴っている。この仕事環境で自分を磨くことが き ことを認識し「感謝」もしている。キャバ嬢にとって仕事とは、女性同士の繋がり形成と、客からの指名の数を競い合う美の競争的関係に身を投じる である。そこで 上位を獲得す ことと、一般の人達の眼差しの期待に応えることが求められる。キャバクラという場所は、学校や家庭の日常の生活世界に居場所を得られ く 女子にとって、分かり易 数字によって「他者からの承認」が得ることのできる場として機能しているのだ。異性の他者の承認を名誉として変換する と できるシステムだが、同時に、同性からの支持も大切（前掲書） 。来店客の中には女性客もファンだと言って、店に訪れてくる場合もある。更に ツイッターやフェイスブックでも、女性ファン達と繋 るよう なったこと も喜びを感じている。愛沢はキャバ嬢を続けながら 二〇一三年女性達のためのファッションブランドの会社を立ち上げるのに 功
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している。 「ファンの人達にはいつも感謝しています。いくらしても足りないくらい。ファンの子達が、どんどん、えみりをやる気にさせてくれる。そう思えるってすごく幸せな事だから。今は皆の気持ちを何より大切にした 」 （前掲書：11 ） 。彼女は、キャバクラ嬢として成功した存在だが、自分
自身も、支持する女性達を仲間のように「大切」に感じており、彼女達を応援していこうという気持ちを持ってい 。
たしかに、愛沢えみりや中条寿子は、苦労しながら自己実






性達の現実と『小悪魔アゲハ』の「闇語り」とは、密接に連動しているものがあるのだ。 「夜の華になれる」 、 「男性客から指名されることで承認の欲望が得られる」 、 「輝いていられる」というポジティブな文化構築の背景にはこうした 貧困層」の状態からどうにか抜け出したいという葛藤と苦悩と不安の現実界がはりついている。
こうした女性達の現実を生き抜くメンタリティは、逞しさ
とともに現実世界にお て数字信仰 社会に身を置き、生き残りのためのゲームに巻き込む市場原理主義の競争社会の現実を映し出している。彼女達の「過剰」なファッションと、入念な技巧を施し「盛れた」化粧が象徴す は、競争社会で生き抜いていこうとする女性 によって培われていった魂でもある。また、その感覚は、仲間や自分たちを支持している女性達、男性客達 の繋がりのネットワークがあって初めて成り立つ。他者から投げ掛けられ 言葉 よっ 形成されている女性性を「行為遂行的」に演じてい 一例であると言えよう。しかし、男性達の欲望の眼差しにも叶う形で初めて彼女達の成功があるというシニカルな領野 存立しているのが彼女達の姿である。更に、彼女達のリアルとは、毎晩の如く、どの程度店のために稼いで貢献したかが数量化さ ている。そこで「承認」され「評価」されていくために、ぎを削 神経戦が互いにクラブで働く女性同士の間で展開さ


















掛け 「監視人」としての「母」であり、男性客達は「囚人」として、あたかも「子供」であるかのように、その期待の眼差しに応えようとし、価値を認め もらおう 。そ




おいて、脆さと苦悩とに晒され、打ち拉がれていくが 巧みに男社会で凛として働 女性像が浮かび上がる。こうして性原理を発動する ころから「男同士 絆」が強 られていく。
こうした舞台構造に立つ女性達は、また別の女性達の世界
観を持っていた。つまり、 「ギャル」ファッションに身 包み、ヘアースタイルや化粧で「高く盛 という感覚に 、たとえ自分の家族や学校生活に居場所がなく も、自らを成
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フォーマンスである。リズムがアップテンポでハードな のと、スロ なメロディーの豊かなバ ードとの二 持つ。歌詞は「愛」の経験に絡み付く悲しみ、孤独感、困惑等々の打ち拉がれる感覚と同時に、攻撃的で破壊的でもあ生の躍動も伝わる。ロックは、社会への気骨精神や批判的精神などが凝集される「魂」を重視する「正当性」と いかに多くの者達の支持をえられるかという「商業性」を混交さ


















































どれだけ涙を流せば貴方を忘れられるだろう美しく色あせて眠る薔薇を貴方の心に咲かI can die, I can live








anna live to set m
e free
素顔のままで生きて行ければきっと瞳に映る夜は輝く夢だけ残して朝を迎える孤独を忘れて夜を終わらせて記憶の扉を閉ざしたま で震えて
















界は、同じような感覚を持った女性達によって共有されてきた。ファン達自身現実社会の桎梏において味わ 苦悩 葛藤とが共鳴し、一般の社会的通念とは別の 由を求め遠くへ超越しようとする感覚も浮かび上がる。




































































いた母親 対して、娘として愛情に飢え求め いたが 家ほとんどおらず、帰ってきたと思った時には酔って ような生き方を「自由奔放」な女性としながら 自分はその自由の犠牲になっていたと冨永は感じていた。そ 母に対 嫌悪








































ant to fly w
aiting for 
sunrise oh …」 。孤独な女性が、社会に対して空しさを抱き、
心には消 去るこ のできない深い傷を負っている。しかし、そのような辛い状況の中でも「生」に対し 太陽の日が上っていく を待ちながら、飛び立って こうという思いが伝わる。
男性が女性の思いをロックで歌いあげるところに介在する
ものは何だろうか。フランスの文化人類学者 あり社会学者で あるピエール・ブルデューは、現代社会の男性中心的





そして男性達は名誉や地位による「ディスタンクシオン〈卓越性〉 」を獲得してきている。こ 欧米化社会の 性の形成と並行する形で、品位と感情 豊かさと愛とを重視する「女性のジェンダーハビトゥス」も構築された。彼等メンバー達の化粧や衣装から伝わるものは、確 に女性的でもあるが男性性も保ったものでもある。バンギャルの言葉を使えば「中性」的な存在として立ち表れ だが「男性が女性になる」感覚とは違う。視覚に訴える「美」的 覚も重視す男性メンバー達のイメージは、女性ファンの文化的操作によって文化構築物として、耽溺され消費されてい 対象となっている。
ヴィジュアル系ロックは、男性ヴォーカルが女性の揺れる























メージは現在でも継承され、多数 ヴィジュアル系のロックバンドメンバ 達いずれも男性でも女性でもないような雰囲気を持ち少年でもなく大人で ない、社会 いずれの「分類カテゴリー」を超越した、社会的範疇の「境界」を形成した雰囲気から独特のイメージを形成している。
彼等を熱狂的に支持する「バンギャル」は自らも類似した
ファッションと化粧をして、彼等に自己同一化をはかることが多い（小泉
 1111 ） 。 「バンギャル」は、この既存のジェン
ダーハビトゥスを超越する独特の世界とメッセージを熱狂的に肯定し、こうしたヴィジュアル系 ンバーのようになりたいと思い、コアなファン達はヴィジュアル系の服装をライブに足繁く通う少女たちもいる。高校時からヴィジュアル系好きな女子大学生によれば、彼女達のヴィジュアル系ロックへの思 は「盲目的」とも「病んでいる」とも言われるほど、精神的にも感情的にも一体化させようという傾向が強い。この「病み」という感覚は彼等の歌詞の中から浮かび











（111 ］ ） 。
バンギャル達が日本全国からライブが開催されるところに
集まり共有する感覚は、 闇」 である。だが、開催されるライブが始ま 前は、自らの現実 苦労話しは一切せず、メンバーについて、自分がど ほどバンドの熱心なファ
ンかを競い合う感覚も共有する。彼女達はＣＤや映像を消費するだけでなく、こうした彼等のツアーを追いかける「追っかけ」でも仲間意識が生まれ、次第に、こうした女性達の間でも、お互いに知り合いになることも珍しくない。ヴィジュアル・ロックに自ら 重ねる「ネオ・トライブ」だ。ライブが開催される度に行っていると 次第に顔見知りが増え、彼女達は「常連」と呼ばれる。また、時々見かけるが必ずしも全てに行かない者同士だと「通い」と呼ばれ、時々出てくる者は「にわか」と呼ばれる。その間 形成される仲間意識はその場かぎりであるが、ツイッターやブログやフェイスブックでフォローしあう関係になる場合もあ ライブでは 自分に気付いてもらいたいため 「盛り髪」をして、派手目な「ギャルっぽい」感覚を意識して参加する。バンドメンバーと「一緒にいる」という感情をもちたいため、メ バーが好きな香水をつける女性も る。そのパフォーマンスや身体の動き一つ一つに見入り、 的な刺激を感じるファンもい 。その共有しあえる仲間同士の感覚は「その時」 味わうもので、通常、この関係が日常生活に持ち込まれ相通 合える「友人」になることはない。中には、このバンドメンバーと、身体の関係をその時だけ持とうとす 女子もいる。こうしバンドに注ぐ行動全般を「密ぐ（貢ぐ） 」と呼び、できるだけそのメンバーに近づき、お金を投資して、共にその場かぎ








イブを敢行しては、訪れてくる女子達と身体の関係を重ねていった。耕助を含め、いず バンドメンバーも性に貪欲である。その中で、 「バンギャル」として熱狂的にヴィジュアル系ロックに傾倒する町子という一人 少女が、彼等のツアーに同行することとなる。耕助と同じ年の彼 は髪を金髪に染め、 「ゴスロリ」という黒を色調とした英国風のカーテンのような派手な装飾的服装に身 包んで る。靴は厚底ブーツをはいている。ヴィジュアル系バンドのライブには多くのバンギャルが履 ていくも だ。町子はこの靴を「ロッキン・ホース・バレリーナ」と呼んでいる。全員がこう装飾的服を着る訳で ないが、バンドによって、マフラーやタオルやブレスレットなど、バンドのイメージ 繋が もを身に纏い、ライブに参加する場合 多い。そうしたバンギャル達はその場において、現実世界を忘れ、 音楽のリズムと彼等の「アンダーグラウンド」の歌詞の中に自分を見出す。他のバンギャ 同様、町子にも憧れ ヴィジュアル系
ロックミュージシャンがいる。ヴィジュアル系の「追っかけ」をして、その経済的必要性から、キャバ嬢として稼ぐバンギャルが多いことを知りつつ、町子は より切迫した金銭的理由から風俗業界で稼いでいた。耕助のツアーに同行する中で、バンドメンバーの前で自分の手首を切ることをしてみせる。このリストカ トで痛み 感じることで、自分が生きているという感覚になると笑 ながら説明する。こうした自傷行為をす 「バンギャル」は珍 くない（雨宮・萱野
 1111 ） 。彼女達は学校や家族において居場所を感じること
ができず、 「他者の承認」によって得られる自己肯定感が持ちづらいゆえ、唯一自分を感じる行動と 痛みを自らに課すことを とわな （前掲書） 。この町子と耕助との間で、関係が深まっていく。恋愛感情が深まる つれ、二人の語りの中から、町子 ヴィジュアル系に心酔しつつもリストカットという自傷行為を繰り返す理由が分かってく 。彼女は、父親から乱暴され続けると う「トラウマ」 背負っており、そこから飛び出し、そうした自分の「浄化」と て、好きなミュージシャンとの一夜 夢見る。他方、耕助も心に傷を負っていた。彼が恋愛感情を抱い た女性には、
11歳の
妻子ある予備校教師 関係が既にあった。しかし、その男性は別れることもしない。そ 関係に思い詰めた末 そ 女性は手首を切って自殺をしてしまった。耕助は、こうした
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関係で傷つき思い悩み、自ら死を選ぶという感覚が理解できず、その代わり、快楽に走るようになった。最終的には町子は憧れのバンドメンバーとの関係ではなく、耕助との感情に身を委ねるようになる。そして、最後の福岡でのライブを成功させていく。彼等達は、世間の常識からは逸脱し見下されてもいるストリート であると分かっているが、 「負け組み」だとは感じていない。自分が「ロック」の「魂」をいかに身につけられるかと うことをバンドメンバー達が確認していく形で物語は収束していく。社会の柵を超越したこの音楽の魂という感覚は、気骨精神や世俗世界 現実へ 対抗的精神と連動する。
家族や学校に抵抗感や違和感を感じるバンギャルは、自分
の世界を別の時空に見出そうとして、彼等の音楽 耽溺していく。バンギャル して北海道出身の作家であり活動家として知られる雨宮処凛が自伝的小説『生き地獄天国』 中で、この町子と類似した感情を抱いて る。彼女 中学校 時からイジメにあい、ま 、家族 中でも勉強を強要しようとする所に抵抗と苦悩を抱えていた（
1111 ） 。自ら絶望し、リ
ストカットを幾度もしたことや 町子 ように薬の過剰服用による「オーバードース」すらし そのため 倒れ病院に運ばれた経験もしている。だが、そうした彼女が夢中になることができ、そこに自分を見出 のがヴィジュアル系ロッ
クであった。その歌詞の中にあたかも自分が描かれているような感覚になり、ひたすらＣＤを購入し、また、ライブに足繁く通っていた。その際、通常の服装ではなく、この町子のようにゴスロリ系のコスチュームに身を包み演奏に悦楽感に浸っていた。そうした行為は、日常から 逃避というよりは、あくまで自分の「居場所」であり、そうした類似 た趣味をもつ少女達と好きなバンドのメンバ について語り合う所に享楽していく。「リストカット」や「オーバードース」は二〇一〇年代のヴィジュアル系ロックで使われるキーワードである。自痛みで自分を感じようと う感覚である。二〇〇七年から音楽活動をして、近年著明になったＲ指定というヴィジュアル系ロックバンドは こうした女子中高校生から女子大学生悩みや苦しみを曲の中に取り入れ る リーダーのマモも同様に学校に居場所を感じることができず、また家でも母親に育てられながらも葛藤と反抗を感じ、幾度も家出をし がら、高校進学する 中退して、親から勘当されてしまう経験を持つ。そこでの苦悩や悲し や辛さや愛への飢えを感じている思春期の中高生達がいること 肌で感じており そうした感覚を代弁するような音楽 無いために、あえ 世間一般の規範からは「ズレ」た曲作りを意識している。彼なりの
「病み／闇」を曲全面に打ち出し、なおかつ、社会に対して、
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同時に、現実世界における矛盾やその中にあることの苦悩と葛藤とを表現する。彼等の歌詞は、日本でのロックを意識し、あえて英語は入れず日本語だけを使っていくことに 義を見出している。こうして現実社会をそのまま受け入れつつ、その在り方に対して、象徴的 抵抗していくという政治的効果が生み出され いく。Ｒ指定は、その人気から二〇一六年六月に武道館でのコンサートを企画されたが、その歌詞の反社会性から却下され、実際の会場は幕張メッセのホールと移された。武道館でコンサートをするの 、ど バンドでも大きな夢であり希望でもある。しかし 一般 間からの冷たい眼差しと否定的な評判から、舞台が移動されることになっ 結果、マモ自身最初は悔しく哀しかったが、その感情をファン達 分かってくれて共有 きたことに大き 励まされている。むしろ、世間とは全くかけ離れ美化 せたことを、その場で思い通りの演奏とパフォーマンスができ と考えが変化し、日常の闇や苦 みや悩みを表現する音楽スタイルを貫けるので「Ｒ指定らしい」と言われ、 「ふっ れた」気持ちになった。ファンの応援する言葉が支えになって 幕張が、彼等の音楽活動として 「巡礼 呼ば る全国「八十八カ所」の各地でのツアーの最終地として決まったこと納得していった。
Ｒ指定を高校の時から好きであった大学生によれば、ヴィ
ジュアル系に傾倒していったのは、その「一般世間からズレたところ」に惹かれていったところだとしている。彼女自身ギャルでもなく、 「ごく普通の子と同じ」という認識がある一方、高校時代には、周囲には「ギャル」系は多く、所謂ヤンキー集団もおり、片親で育てられた友達に「根性焼き」という自らの腕にタバコの火を押し付けて傷をつけた跡を見たことはあると述懐する。彼女によれば、確かに、ヴィジュアル系の歌詞は、学校生活への反感や 家庭での矛盾 恋人同士の間で 暴力など、日頃通常 高校生が感じるようなものを、過激に表現しているが そこを、真正面から「重く捉える」ことではない。むしろ、思春期の成長過程におい 誰しも経験するような葛藤、例えば「自分を消してしまいた 」時は、一瞬にせよ、その程度の強弱はあるにせよ、誰も 一度は感じているのでは いか 感じている。 う 社会通念で 肯定されない 現実社会の裏 世界 「激し歌ってくれる」ところ 共感している。こうしたヴィジュアル系のバンド 多くあ が、あくまでも小規模のインデ ーズレーベルであるからこそ、好奇心や興味が湧いていき惹かれていく。大学一年からライブに頻繁に通い、キャバ嬢もしていた女性に、こうした学校や家族で 葛藤や苦悩の話をすると、親からも自分 部屋にヴィジュアル系バンドのポスターに対して反感をかったことがあ こ を述懐しつつ、











































ジックビデオで歌われていく映像は 一人の制服姿 女子高生が足を引きずりながら家 帰 ところから始ま 。要所要所で彼等のバンドメンバーの激しいパフォーマンス 様子が映し出される。この一人少女は、冷た 殺伐とした空気に満ちあふれる家の中で、娘である自分よりも父親の方 大切にする母親への反感 眼差しを投げ掛ける。自分の部屋で、この無表情な少女はリストカット して、手首から血が腕に流れていき、日記帳であろうか、自殺の落書きの絵の上に滴り落ちていく。歌詞では、社会そ ものへ絶望を い 「世中腐っている」と表現している。歌詞 は、 「毒を盛 。憎いあいつに」と前半で歌われ、 「ずたずたなこ 心 包帯で隠しましょう。ありふれた 常よ。それではさようなら」と後半で終わっていく。この映像の最後で、夕食を共に食べ




に悲痛な叫びや苦悩が歌詞には込められる「病んだ」暗闇の世界の映像である。この映像を紹介し 一人 女子大学生は、大学でも真面目かつ優秀で、誰からも好かれ 評判の女性だ。この映像について以下 ような解釈を語る。自分でも普通に育ってきたと感じており、決してこの行為を容認するわけでもないし、自らそのような思いなど抱いたことはない。ただ、日常では起こってはならな ことを敢えて激し曲の中で歌ってしまう「彼等なら は 」特殊性が良いとする。皆がどこか 間接的にも感じ得るものでもあるとし、そこに惹かれる また 曲全体を通じて、彼等 メッセージ爆発的 伝えるエネルギーのよ なも も指摘し がら、現実世界に対するシニカル つクリティカルな解釈を ただと感じている。彼女達の苦悩をもたらす「日常」への抵抗の象徴が、リストカットを考えるという心の闇／病みであり、そこに、社会の象徴としての「親」への反感 毒盛
る」という行為に読み取る。これをそのままストレートに容認す 形で受け止めるのではなく、むしろ曲全体から広がる暗い感覚と激しいイメージを感じ取る。学校生活で常識やモラルを体得することが求められるが、その中で「毒」を他者に「贈与する」という挑発的言葉を再解釈してみると、他の誰にも知り得ることのできない自分の中の苦しい思いを社会にぶつけ、その悲痛を共有してもらいたいという姿勢も伺い知ることができる。
このような反社会的なメッセージを発しているにも関わら
ず、 「生きろ」という励ましの言葉が最後に出てきたり、突如再び現実に戻ったかのような家族に戻れるよ な静かな言葉が出てくる。曲全体から伝わ エネルギーにもその激しさやパフォーマンスから生の躍動 感じて る。こ から、日常で少女達が味わう悲壮感や虚無感や抵抗感を伴う苦 日常があることを共有し、曲の雰囲気 ら立ち上が 独特の激しさから、生きることの躍動感と虚無感とを抱き めようする。そのうえで、日常を徹底的に反駁する雰囲気が伝わる。この「毒」は自分も成長の過程で背負わされてい もので、自らも映像で死をもたらそうとす 行動から、今の日常生活に辟易している自分も消してしまいたいという苦渋 思いが伝わる。そ 、その悲痛な思い 強 て行く現 制また違った世界の自分へ変えていく の他に生きることは
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ヴィジュアル系ロックバンドに心酔する女子達のアイデンティティ構築
できない隘路を突きつけている。こうした社会の「闇」と同時に音楽パフォーマンスから伝わ 生命の躍動感というアンビバレントな感覚をファ とバンドメンバーとで享楽しつつ共有するの ある。
こうした、ヴィジュアル系の歌詞や彼女達の「闇」そして




ロディとして悲しみや孤独を浮かび上がらせるヴィジュアル系ロックの歌詞と音楽性について構造人類学の視点から、その背後に重層的に広がる意味合いを読み解 てみよう この構造分析にバンギャル達の思い 語り 重ね合わせ 検証することにより、このような「死の欲望」の文化の背景にあるメカニズム 一端 迫っていく。以下では、人間の普遍的思
考にある「文化」と「自然」の領域に男性性と女性性がいかに象徴的に分類されていき、そこから立ち上がるヴィジュアル系ロックメンバーの普遍的心性とはどのようなものか、また、そうした男性のメンバーを支持する少女たちに立ち上がる普遍的心性とはいかなるものか 探求していく。
アメリカの文化人類学者シェリー・オートナーは、その著
名な論文「男性が文化で、女性は自然か の中で、クロード・レヴィ＝ストロースが提唱した人間 普遍的思考方法に「文化」と「自然」の二項対立的分類体系が無意識の構造にあるモデルをジェンダーカテゴリー 応用した（
（111 ） 。 「文
化」とは社会秩序、規律規範、生産的能動 の コスモスの領域であるのに対し、 自然」とは動物的カオスを象徴し、混乱、脅威、破壊性、不安定な状態、ある は突発的な反社会的な運動全体をさす。オートナーによれば、女性「自然」を「文化」に移行させる存在であり、 「文化」と「自然」の両方の領域を股がる存在であるのに対して 男「文化」の領域にあるとした（前掲書） 。それに対して、イギリスの文化人類学者マリリン・ストラザーン（
（111 ）は、
ニューギニアの高地ハーゲン民族の調査から、男性も女性も、それぞれ「文化」と「自然」 が ことを指摘し、この二項対立の在り方は両性間でそれぞれ動態的 ものであることを指摘した。アメリカ社会におけるジェンダーカ
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テゴリーも歴史において形成されていることを比較している（前掲書） 。例えば、アメリカでは「フロンティア・スピリット」の「開拓精神のイデオロギー」では、女性は育児や愛などをもたらす家庭内領域で「自然」から「文化」への移行をするだけでなく、女性は「文化」を育むもの 温和であり、家族だけでなく地域社会、そして文明をもたらす存在とみられた。一方、男性は、戦う存在でもあり乱暴で獰猛 反抗的反社会的な「自然」と共にある側面 あった。男性はむしろ「自然」であり、女性は「文化」と見られるコンテクストがあるとする。同時に、男性は他方で での生産活動のための秩序形成と政治体制を建設してい 「文化」 領域のジェンダーでもある。こうして、男性と女性の両性とも、それぞれ「文化」の領域に入ると同時に 「自然」の領域に 入るとした。
こうした構造人類学的思考の中にヴィジュアル・ロックを











































奏でられるクラシック音楽を基調に メロディーと攻撃的なドラム演奏によって、オーディエンスを圧倒 せ、そ カオス的な磁場に惹き付けられていく所に「破壊の美学」や「死の美学」がある（井上
 1111 ） 。一方、音楽を構成する規
則性とメロディーのハーモニーのある旋律、各楽器担当の統一感が全面に出される高揚感を伝えるという点で 文化」の側面もそなえている。曲全体からも人間の「生」のありかたの普遍性と躍動感に通ずるも が表現され い という「文化」の領域に、少女達が抱える痛みや悲しみや苦悩や絶望感という感情の「自然」の側面を攻撃的に破壊的に介在さ





「感情」は「自然」の領域に属するのに対して、 「思考」は社会体系や文明を築いた「文化」 領域に分類されるとし、欧米の男性中心的「ジェンダー・ヒエラルキー を構築す 源にあるものは、感情に対する認識にあると主張した（L
utz （111 ） 。欧米的視点では、 「思考」と「感情」を識別




















を横断したスタイルが美的センスとして、ライブ どで披露されていく。先述の二〇〇七年から活動 「和製」ロックを表現する己龍は和服を纏い派手な演奏をするが、彼等 大人でもなく子供でもない「少年」のイメージでありかつ、男でも女性でもない「中性」的な美的センスが全面に強調される。この中に「女型」として「女らしさ」を意識しながら




















れているヴィジュアル系バンドメンバーに共通するのは、こうしたジェンダーカテゴリーを横断するだけでなく、大人でもなく子供でもない中間項としての「少年」のイメージ 醸し出している。どこか破天荒な面があると同時に、思い悩む側面も受け止めていこうとする思春期の情動を、明るく、それでいて暗さも持つと う両義性を彼等達は音楽とパフォーマンス 同世代女子達を惹き付けていく。また、彼等の歌詞も女性の心情や愛の渇望を歌うものがあった 男性が女性思いを歌詞にし、それをヴィジュアル系ロックで披露 ていくところで、既存の西洋の歴史で構築されたジェンダーカテゴリーを横断している。ロックミュー ックという規則とハーモニ とリズムと う「思考」と「秩序」に則った形で、男性が「感じる」ジェンダーとして演じ 磁場に っているのだ。
ヴィジュアル系ロックを形成させているものは、 「文化」






仲の良さはファン達も感じており、互いに家族のようでもあり兄弟同士のようでもある。また そこに互 に音楽的技巧の高さを評価する信頼感を共有することにより、 「卓越性／ディスタンクシオン」が形成されてい 。そうした 男同士の絆」は女性ファン達の間 眼差し 中 吸収されのだ。
こうした社会の分類や秩序を超越するような男性達に耽溺
し、その曲と歌詞の中に、自らを見出していくのがバンギャルである。彼女達はライブ 行くことを「参戦」と呼んでいる。更に、その無意識の了解として大切にしている感覚が、そのメンバー達を応援することで、彼等メ バ 達を「成長させていくこと」である。特にインディーズレーベルのマイナーな存在のヴィジュアル系ロックのメンバ 達へのファン達にとり、彼等男性達の卓越性は、他のメジャーのバ ドように既に確立されたものではない。ファン達が「共にいる」こと、 「人気を高めていこう」とすることで追求くことができるものだ。バンギャル は、彼等 音楽スタイ








達に知られていない、あ いは、受け入れられ ないからこそ、余計に応援し きたいという気持ちが生まれ のだ。無名であっても、少しずつ人気や評価が表れていくことが分かると素直に嬉しくなり、当然メンバー達もそのことを実感して喜びを感じ、そ をまたファン達に伝わると相乗効果が生まれ、自分も少し「幸せ」な思いになるのだ。
彼女達ファンとヴィジュアル系ロックバンド達を「育み見
守る」思いは、ＣＤを二枚以上購入することで彼等と直接の交流 できるところで強められる。二枚以上購入するこ で、レコード店で、実際に彼等と接触できるイベント、通称「インストア・イベント」に参加できるチケットを得られる。彼等のような衣装を 行く者 多い。そこでは、バンドメンバーのトークショーや握手会や写真撮影会ども開催さ 身近な存在として感じ応援す メッセージを伝えることが可能である。実際に会 にいける とが きない時などは、自撮りした自分の写真を加工して、好みのメンバーの化粧の感じや髪型や髪の色などを重ねていき あたか













































らせる。悲哀、苦悩、葛藤の歌詞が展開されていく中、ヴィジュアル系ロックを支持する少女達はそこに耽溺、応援、心地よさを感じるという両義的な情動を同時に受け止める。そこに、社会への反抗、日常への抵抗の感情や自分に対する否定的思いを徹底的に露にしていく「自然」を表す音楽 身を委ねるという「文化の操作」をしている。言わば、 「自然から文化への移行」だけではなく その逆 操作「文化から然への移行」も行われる動態的 相互作用を引き受ける。両方の二つ 概念の狭間を同時に葛藤や苦悩や享楽や耽溺という「揺れ」に心酔していく感覚が、その「境界」の側面から立ち上がるといえよう。この「境界」 時空間はバンドメンバー達によって構築された 彼等は 少年」の心を持ち「大人でもなく子供でもない」 、化粧や衣装や行動で「女性らしさ」を身につけ男性と女性 カテゴリーを撹乱してい 存在でもあった。こうした 境界 状態とは、ヴィクター・ターナーの言う「反構造」としての「コミュニタス の概念、つまり、日常生活においては危険視され と、通常の価値規範とは矛盾する の、社会的道徳からは反する 動等が顕現する状況 ある（
（111 ［
（111 ］ ） 。こうした「構造」と
しての日常の生活世界とは異なる「反構造」を象徴していのが、こ ヴィジュアル系 「負の感情」に訴える曲作りであり、そこから非日常と日常生活とが交錯する中 、 「魔法
















無限の多様な経験に晒されて る中で、人は意識の彼方に一体自己とはどのようなも であるか 「問い―問題」を多様に答えよう しながら、多様なアイデンティティ形成の試みをしている。現実世界における 々な他者達との遭遇におい
て、感じられるものに応えたり、抵抗していく中で、自分とはいかなるものかを探っている。この「自分」とは「大域的自我」で、無数の「局所的諸自我」によって構成される。アイデンティティ構築 諸相にはこのような多様な他者達が介入している。
一般に、 「わたし」という時に持つ一貫したものは、この




（111 ］ ） 。時間軸の流れの中で、
「わたし」という感覚は、社会的なもの、教育的なもの、家族的なもの、美的なもの、自然なも 、グローバルなもの




合い混淆している状態にある。このような「図解」を構成する所には、無数の他者達の言葉があり、そこに様々な自我が、時間の流れの中で逐次構成されていく。他者との関係で形成される微粒子的自我が、 わたし」を成り立たせている局所的諸自我との関係性から、大域的自我を構 していく運動を持つ。また他方で、他との関係から触発され、あるいは触発していきな ら変容能力を持つ。
例えば、女子学生が家庭において、学校において、地域社
会において、無数の「呼び掛け」がなされ、そ 中で 己とはいかなるものになりうるだろうかという無意識の問い 対して、自分 りの解釈や答えを探 「試み」 き、多様な微細的異質的な自己 展開していく。 「健康に気をつけなさい」 、 「きちんと挨拶 しなさい」 、 良い成績 とりなさい」 、 「人の役にた さい」 、 「勤勉でありなさ 」 「何ごとも努力していけば報われる」 、 「清潔に なさい」 、 「制服 校則通り身に付けなさい」 、 「礼儀を身に付け い」 、 「明るく振るまいなさい」 、 「周りの人達を大切 しなさい」 、 「人のためにつくしなさ 等々。こうした「世間」からの呼び掛けが飽和状態となって るのが彼女達彼等達の環境世界である。人は、そうしたメインストリームの文化 ける 声」呼び掛けの「言葉」の中に住まう。人は、 「意味 網 目
に「引っ掛かっている動物」である（ギアーツ
 （111 ［
（111 ］ ） 。
通常、そうした呼び掛けが自己の中に介入し、自分もそうありたいと思うようになる。こうした言葉と経験を通じて、これまでの大域的自我との関係性で、応えられたか、これまでの局所的諸自我との関係でいかなる意味を持つものと て我が形成されるかを解釈し、それら無数の点 結びつけながら、新たな大域的自己へと生成されていく。これら他者からの呼び掛けは一度だけではなく、無限 繰り返してなされ、無数 試みとしての自己とは何も であるかと う問いに「ひっかかる」ことにより、微細的自我が形成される。他者からの呼び掛けの声の中に「承認や賞賛 声」が得られ 時がある。この時、人は、自己を確かなもの 安堵感と自意識と自負心とを肯定的な感情としてもつことができる。
しかしながら、 「ヤンキー」文化を継承しているバンギャ
ル達は家族や学校で 「呼び掛け」や「眼差し」などに応えようとする所に嫌悪感や虚 感 どの闇を抱えてい 。そもそも、応えるこ など困難はおろか、激しい抵抗感すら抱く感情が渦巻いていた。特に娘の母親に対する感情は、心理学や精神分析の側面から多様な「重荷」 「抵抗」 「葛藤」の感情が埋め込まれていることが報告されており、思春期におて、抵抗的反抗的感情を感じて「病んでいく」場合も珍 くない（斎藤
 1111 ; 信田
 1111 ） 。つまり、承認など得られな
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くとも一向に気にもせず、否定的眼差しで、自分の在り方を変えてみせ、自分なりの世界を構成させていく。この遊戯的精神の先に新しいものが、いかなるものであるかなど分からない、多様性を孕むものと同時に、現在の自己を断片的に砕いていき 無数の自己を未来に投射させることをする。一人の自己は、社会 多様な分野と 関係から「アレンジメント／組み合わせ」が形成され、新たな自分と う感覚を構成する。新たな諸自我が逐次そ 「アレンジメント」から生れ、自己の大局的在り方と結び合わ ることで 新た 自己を構成していく（ドゥルーズ＝ガタリ
11（1 ［
（111 ］ ） 。この
動的作用が介入している変化していく「わた 」の在り方は、これまでの とは「異 るもの」でもある。
バンギャル達は、家庭や学校生活という現実社会で苦悩と

































う感情を理解できるかどうか、一人 ヴィジュアル系音楽を好む女子大学生に聞くと、バンドメンバーへの うし 気持ちはよく分かると言う。彼等の一曲一曲の歌詞の「 に重ねられる部分」が多く、自分の一部がヴィジュアル系のバンドの存在で、曲調が「自分のパーツとなっ ような気持ち」になるという。バンドに依存して る自己を感じて るところに、 「わたし」という感覚 内部 入り込 と
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いう感覚だ。高校時代から友達の誘いでライブに行って以来、大学卒業後もヴィジュアル系を継続して聴いている女性も、自分が支持するバンドメンバーに死なれる経験はしていないが ここまで「深く応援したい気持ちはよく分かる」と言う。彼女も聴 ているヴィジュアル系バンドメンバーの存在が「自分の一部である」と感じている。最近、自分が一番好きなバンドが活動を一時的に休止し おり、自らの心の中に「穴が空いた」ような気持ちがすると ている。その女性は、バンド 自分の中に存在することをライブで感じ 「自分の中で共鳴」しているという言葉で表現している。このンドの活動休止で、 内部に「空無」の状態が形成されてしまい、他のファンと「喪失感」を共有し 、他に支持しているヴィジュアル系バ ドでは「埋めることのできない」感覚だとしている。応援して て るメンバーが自分 心の中に存在し 、生に対するエネルギーを、そ 音や歌詞やパフォーマンスから根源的力が生み出され く 覚 抱 ているのだ。ヴィジュアル系メンバーの存在そのもの 、彼等が創り上げる音楽スタイルとメッセージと共に、バンギャルの身体の中に振動して介入している。
バンギャルの少女達のヴィジュアル系ロックバンドへの耽
溺していく姿勢とは、情動に訴え共鳴振動していくような感覚である。少女達は、激しいヴォーカルとギター、ベ ス、
ドラムの圧倒する音楽によって展開される曲調に表れているように、タナトスの精神、つまり、現在を懐疑的に捉え、崩壊させ、その若者達の苦悩や困惑や叫びが重ねられている。実社会の若者達が抱く苦しみ、悲哀、寂しさ、葛藤を「共有」できるという感覚である。世の中 対 感情の共鳴から繋がりができ「今ここ」という瞬間の美学に 少女たちがその苦しみを解釈する磁場でもある。「世間の基準」なる言説による家族的教育的諸価値等々の柵から超えて形成される自己を、ヴィジュアル系ロックの音楽に見出しているのだ。家族への反抗、学校教育への抵抗社会の矛盾への無関心等々、こうした呼び掛けを象徴的に音楽の磁場で無力化させ、自己形成の美学を多様に享楽していった。つまり、彼女達の 我 とは、音楽を通じて、通常の社会的規範からは逸脱していき、多様な他者と 戯れから新しい自我構築が展開される中に生まれていく。ライブに参加したり、イベントで実際にメンバーに会いに行き、音そのものに身を委ねることによ あるいは、彼等のブログやツイッターなどにその存在を自分の中で感じとるのである。彼女達にとって、そうした音楽無しでは、生命 根源的意味が揺るがされてしまうという喪失感や虚空感が襲っ くるのだ。この試みに身を委ねる彼女達は、敢えて自己の苦痛と悲し
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みと叫びとを身体を通じて再確認しようとし、時に、自傷行為すら厭わず、そこに生きる自己を確認しようとする者達もいる。そうしたマゾヒズム的自己とは共有されていくものであり、それを音楽の歌詞と視覚と聴覚からくる身体的振動と波動とを共有 る文化を形成していた。こうしてヴィジュアル系ロックに惹かれ 少女達バンギャルは、苦しみの中に自己を享楽しながら垣間 る、 「不可能性」の中に自己のあり方を享楽するという「現実界」にあるこ を再構築するもでもある（ジジェク
 1111 ［
（111 ］ ） 。現代社会での少女達が





― 11（ ） 。バンギャルの中
でもリストカット 共鳴する文化は、言葉や映像上で表されるが、包帯で「隠す」 いう「闇」を象徴している。ヴィジュアル系ロックで共有される音楽と美は こう た現実界への没入への試み あり、そこには人間性の在り方 激しい揺れが象徴されている。しかしながら、彼女達自身は、それを敢えて享楽してしまうというマゾヒズム的感覚で現実を再解釈する。
彼等のライブステージにおいて繰り広げられる、パフォー
マンスの「シャウト」や「デスボイス」に象徴されるような思春期の少女達の苦悩と葛藤に享楽する。音楽を通じて彼女達とバンドとの間で共に盛り上がり楽しむ感覚が熱狂的に一体感が形成される。 「闇」 「痛み」 「悲しみ」を歌にした曲であっても、日常で 感覚とは異次元の感情が会場を包み込む。 「私が有名にしてあげている」バンドのパフォーマンスであり、その 覚は独特のも があ 。こ 応援しあう感覚は、ファン同士で共 している で った。頻繁 開催されるライブに「参戦する」ことによって知り合うだけでなく、インストア・イベント等でも顔見知り もなり、繋がりを形成した仲間意識と共に同じ感覚を味わうこ ができる。ライブが終わ と ネットワーク上で知り合いも増えたファン達が、時に
１００
人程が「円陣」をくみ、共にライブを
皆で楽しんだ感覚を満喫して「きょうはお疲れ様！」 言い、 「またこの次のラ ブで会おう」と言って別れていく風景も展開される。その場かぎりの関係で、自分との関係の「日常」とは切り離された「非日常」での自分を楽しむ。こうしてヴィジュアル系音楽で形成された中での知り合いは通常の「友達」と う感覚とも違う。その音楽を通じての自己であり、普段の自分とは 切り離された」 「また別 」を耽溺する場でもある。こうした非日常の感覚であるからこ




り同時間的に接触する無数の他者達に取り囲まれている。人の生き方も多様化し、それぞれ 価値観も相対化し った。複数の価値観を認めて行った結果、 「個人化」の作用が働き、一体何が人 にとって大切で、何をもって幸福として、いかなる経験が自分に相応しい か、などの根源的在り方が自己責任にゆだねられている。 の中で 人は他者との関係で「不安定で乖離した自己」を経験し、他者 承認が得られ無いどころか、学校や家族においても居場所が見つけることが困難であり そこ いざるを得な という現実に晒されている。ヴィジュアル系を支持す 彼女達は、そ した日常の生活世界のあり方に対して 「うっとうしく」感じ「うんざり」してもいる。が、そうし 退屈で腐敗し みえる社会に対し、ヴィジュアル系ロックを通じて「破壊性」や「抵抗性」などの「タナトス 精神」を瞬間的にその時空間 おいて享楽し がら共有して この音楽との「アレンジメント／関係性」で形成される「自己」と同じ感覚 繋が あえる相手と共に、その場所ならでは 、かけ替えの無さとしての自分を抱きしめている。
だが、ヴィジュアル系の音楽と彼女達との間で形成される
唯一性を持った自己は、極端 形で 自らを消滅させたい」
という感覚や「親をも巻き込みたい」という情動さえ肯定する側面もあった。自分のみならず、親に死をもたらそうという感情は、根源的に、父や母からの言葉と言語による家族構造から形成される象徴界を無力化させることを意味する。日常の規則や価値規範等々、家族の在り方と家々を巡る地域や学校社会全体の「世間」の在り方を消滅させてしまうこと意味する。そこにある激しい反動的感情は、こうしたこ を劇化してしまい楽しんでしまうというシニカルな社会的感情である。ライブや彼等独特の音楽の世界を楽しむことにより、新しいもののあり方の潜在性や可能性や未知の希望、あるいは現実世界の裏側にあるものを彼女達なりに探るも である。 「日常」において「当然容認されるはずがないこと」であるからこそ、余計に「非日常」としてのイマジネーションの時空が形成される。そうした上で立ち上が 、新し 自己感覚が構築される世界で、 れも、世俗の階級 横断するネットワーク上の想像上のものである。換言すれば、バンギャルがこうした「死の欲望」 音楽 耽溺するこ よって、実際の社会に対して徹底的に拒絶的感情や自分 痛みを大切な他者達と共有しようとするのだ。その彼方には全く違う新しいオールターナティブな世界が形成されており、そこで自分だけ 物語を紡ぎ出そうとしてい と言えよう。




していた。こうした抵抗的精神を貫こうとするロックバンドに対 、そのメンバー達を成長させていこうという精神があった。応援していこうという感覚である。彼等に可能性と希望を見出 、育成していこうとする「エロスの精神」だ。グローバル社会の「不安」と「疎外」の現実の荒波に晒され苦悩を抱く彼女達バンギャルは、バンドメンバー達を生成育成していく精神 有する生産者でもある。現実社会とは違う時空間にお て、 「刹那的に今ここにある快感 に自分ならではの葛藤と矛盾と苦悩と共に、 「育み」 応援し」 実際に活躍しているのを眼にすることができる」自己を見出 て享楽している。自己 現実世界での自分 生 有り様とは超える形で、こ 音楽場において果敢 「母性」と連動するエロスのエネルギーを投入しているのだ。その現実世界での苦悩を再構成する音楽に 分を重ね、そこに 己を形成していく媒体がヴィジュアル系ロックである。
彼女達の「わたし」という感覚には、ヴィジュアル系ロッ
クを奏でるメンバーの存在があった。家庭や学校の日常生活において、打ち拉がれ、辛さを感じている「傷つき易さ」をさらして る「わたし」の身体は、彼等の音楽 委ねられいる。音楽を聴き、ライブに行き、コスチュームを身 纏い、時にその歌を歌うという行為の中において構築されてい
る「わたし」とは、バンドメンバーと「共鳴」しあって、逐次、揺れを伴ない立ち上がるものである。こうした感覚の「わたし」は、また類似した趣向をもったバンギャルとしての「わたし」と共感 共鳴しあう。こ 中で、自分の身体の内部に 他者」としてのヴィジュアルロックメンバーが取り込まれていくものであった。 「わたし」とは、無数の「他者」の言葉の中に開かれていて、根源的に脆さと傷つき易さを孕んでいる（バトラー
 1111 ［






しているヴィジュアルロックメンバー 存在を じる時、それは、世俗 日常生活へのオールタナティブな感覚であ同時に、対抗的政治性を伴う社会的感情で ある。
彼女達のリアルは、葛藤と苦悩と同時に享楽と耽溺という
背反した感情の世界である。メインストリームカルチャーを象徴的に無力化させ 別のオールターナティブな多様な自己形成の試みがあった。彼女達 自己構築には、こうして、承認される局所的自我と、徹底的に、 呼び掛け」に応じず抵抗し、新しいものを、仲間同士の感覚で見いだす局所的諸自我が形成 。彼女達の「身体」は、二面性があり、両極のあり方を引き受け、その狭間において、痛みと叫 と同時
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社会的規範や有り体な日常とは違う形での自己表現を見出すものであり、自由に多様 アイデンティティを表現していた。彼女達が享楽している所には、オールターナティブな「図面／世界」が構築されていた。同時に、こうした対抗的感覚はメインストリームカルチャー おいて現実世界 生き抜くことへの彼女達の多様な解釈でもあった。その根底には、日常の生活世界において 学校や家庭 おける人間関係における情緒的絆として 「母性」があった。攻撃的で過剰な音楽に心酔している彼女達 身体には、自らが好むメンバーを育んでいこうとする「母性感覚」が貫かれていた。この母性性は、社会での葛藤や苦悩を包み込むものでもあり、同時に、現体制とは異なる自我を生成する対抗文化を 形成していくものでもある。
この母性を巡る二律背反した情動とは、バンドとファンと
の「組み合わせ／アンジャンスマン」によって、 の身体に「振動」と「波動」と もたらし、 「器官なき身体」を形成していく。バンギャル達のアイデンティティとは、現制を構 する二項対立―男性／女性、文化／自然、恋愛／憎悪、生／死―を横断した形で構成される。この運動に葛藤からさらなる情動が生まれていくことになる。このプロセス自体、永遠と延期されていく終わりの無いものだ 揺れの中でバンギャルは享楽を覚える。こうした「境界的時空間」





の抵抗的・批判的精神 持つ 今いる場所から離れようとする感覚などは、当然、現実世界に対する懐疑主義的解釈を持っており、社会の「日常」の束縛 囚われた存在ではなく、自由主義を貫き 快楽主義的にな ことを肯定する。人は社会生活の現実においての不満、苦しみ、悲しみ、悲壮感、虚無感、や せなさ、退廃感を抱いている。 「確立されたアイデンティティ」などで満たされないと う不可能性ゆえに、自分なりの解釈をしていきながら、新し 自分を見出そうとして、絶え間なく、その音楽に身を委ねる。その時、彼女達の自傷行為に象徴されるよう 、こうしたメインストリーム社会での有り様 絶望感 失望感 抱 てもいの痛みに、現実社会で生きていかざる 得 苦悩と失望感と幻滅感を感じ取り、自己の生の有り様を確かめようとするものでもあった。同時に その痛みと空虚を抱く自己は、音楽を消費すると同時に、バンドメンバーを育成す 生産者で
もあった。ヴィジュアル系ロックを生成創造することのできる役割を果 している自己を経験できる存在でもあった。「自分とは何か」という問いは、絶えず他者との関係性で見いだされていく。同じバンギャル同士、学校の友人、恋人、両親、先生等々を通 、無数の諸自我を感じ取り 自らの中に構築す ことで、感 く感覚が「わたし」という存在だ。自己の内部に取り込まれたバンドメンバーの存在とは、音楽を通じて共鳴するものでもあった。自分の身体一部 なっている彼等の生に対する躍動的感覚と、メインストリームの社会へ 抵抗意識は、確かに彼女達の中に駆け巡っていた。彼等の音楽と共に メンバー自身 彼女達の身体に諸自我の大切 一つ 自我として取り込まれている。自己の一部となっている彼等が奏でる音楽は、世間一般の日常の自 を強要し く他者達に対して激しく反抗していくのであった。その反動性から更に生 有り様 現実世界 再認識する。こうして、彼女達の無数の諸自我 よっ 構成される身体は、感情や音が響き合うような振動的な 鳴的感覚がある。育もうとするエロス／母 的精神もあると同時自己消滅させようとするタナトス的精神もあるという重層的な情動の中で振動しあい揺れ動くものがバンギャル アイデンティティだ。




















（111 ］ ）は、地域社会には二つの側面があり、 「日常」
















1111 : 11 ） 。彼女達の象徴としての歌詞から浮















1） 「今ここ」の瞬間に安堵感を見出そうとする感覚は、この系統のファッションだけでなく、 「赤文字系」のファッションでも重視されてい （米沢前掲書） 。
（
1）イギリスで十九世紀に考案された監獄の構造は、 「一望監視装置（パノプティコン） 」と呼ばれ、円形のもので周囲に囚人の独房が、中心に監視する者の入れる空間が設定されている。これによって、その一人の監視者によって、すべての を見渡せ 監視することができる。この独房の中 入れられた孤独な囚人は、絶えず、監視者から絶えず見られているということの認識／自覚しなくてはな ず 知らず知らずの間に、監視者の期待に会うように振る舞っていかざるをえない。フーコーは、この監獄の構造は社会にあ ゆる所に形成されており、誰もがこの二種類の時空間 配置さ 、他者の視点を自己の中 取り込んでい メカニズムがあることを暴いた（
（111 ［










く女性はこの両極で揺れている現実を検証している。こうした 達にも背負わさ 「ゲイシャ像」 「母親像」で、今尚「専業主婦」を支持する女性達もその中に存在している。仕事、結婚、職業、どのような条件で働くかどうかが、チョイスになりそ らが、合理化の中で再配置された現在 多様な女性のライフスタイルが提示され、その中で生き抜こうとする女性達でもある。その多様化の中、 「ギャル」的な生き方は確かに日本の文化の伏流の中に生まれている その選択が過酷な現実の生活世界を受入れさせると うことも引き受けなくてはならない存在でもある。
（
（1）ここでのタナトスは、ジル・ドゥルーズのモデルを参照している。自己は、エロスという生の本能 タナトスの死の本能と 関係性において 自己を修正 つつ成させているという視点から取り入れている。自己は自ら外的ショックや不安や葛藤を見出し―タナトス―そこから、新たな可能態として 自己 生成 よう す 点
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（11（ ） 『 「甘え」の構造』弘文堂
フーコー、Ｍ． （
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1111 ） 「少女たちの居場所さがし」 『ヴィジュア
ル系の時代―ロック、化粧、ジェンダー』井上貴子・森川孝夫・室田尚子他著、一六三〜二〇六頁、青弓社
小川博司（
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